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資料 は 、『 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 』 か ら 必 要 最 小 限 の 内 容 を 抜 律 し た も の で す 。 具体 
例 や 説明 に つい て は 、『 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 』 を 参照 し て くだ さい 。 


用 語 に つい て 

表記 方 法 

次 の 優先 順位 で 、 表 記 方 法 を 決め ます 。 
1. 広く 使用 され て いる 記 を 使う 
2. で きる だ け 日 本 語 (漢字 ・ ひ ら が な ) に する 
3. カタ カナ に する 
4. 英語 に する 

翻訳 方 法 

次 の 優先 順位 で 、 翻 訳 を 決め ます 。 
1. 技術 的 に 誤解 を 与え る 可能 性 が 低い 
2. 意味 を 理解 し や すい 
3. 呼び 名 と し て 人 筒 潔 で ある 
4. 既存 の 製品 間 で 矛盾 や 不 均衡 が な い 
5. スタ イル ガイ ド に 従っ て いる 


翻訳 全般 
文字 サイ ズ 、 句読点 、 スペ ー ス 
回 語 の 句点 は 全角 の 「。」 を 、 読 点 は 全角 の 「、」 を 使う 。 
還 本 語 に は 全角 文字 (2 バイ ト 文 字 ) を 使 う 。 
画 。 英 数 字 、 符 号 に は 半角 文字 (1 バイ ト 文 字 ) を 使う 。 
画数 字 は 、 慣 習 的 に 使わ れ て いる 場合 を 除い て 、 算 用 数 字 (1、2、3) を 使う 。 
画 半角 文字 と 全角 文字 の 間 に は 、 半 角 文 字 1 字 分 の スペ ー ス を 入れ る 。 


画 入手 没 ( ) の 外側 に 全角 文字 NN こ 半 角 文 字 1 文字 
RU 丸 括弧 () の 内 側 に 全角 文字 が き て も 半角 文 字 が き 
て も 間 に こ ス ペー ス を 入れ な い 。 丸 括弧 0 に 0 4 ナ な い 。 の 
る 場合 は 、 各 文 の 間 に だ け 句 点 を 付け る 。 丸 括弧 が 未 尾 に くる 場 、 括 弧 の 外 
に 殺 点 を 付け る 。 
文字 の 表記 


画 。 涯 字 は 、 常 用 漢字 表 (付表 を 含む ) に 従う (参考 : 文化 庁 の 常用 漢字 表 - 
http:/www.bunka_.go.jp/kokugo/ の 「 内 閣 告 示 ・ 内 閣 訓 令 」 セクション)。 


画 同音 異義 語 ・ 同 訓 異 字 の 使い 方 は 、『 朝 日 新聞 の 用 語 の 手引 』 を 基準 と する 。 


昌 原則 と し て 名 詞 と 動詞 に は 漢字 を 使い 、 接 続 詞 、 連 体 詞 、 助 動詞 、 補 助動詞 、 助 
詞 、 連 語 、 形 式 名 詞 、 接 頭 語 、 接 尾 語 は か な 書き に する 。 


画 カク カブ ナブ 語 


長音 記号 「-」 は 、 長 音 を 含め て 4 文字 以下 に な る 単語 に は 付け る が 、5 文字 以上 
に な る 単語 に は 付け な い 。 合 成語 の 場合 は 、 各 要素 に 対し て この 考え 方 を 適用 す 
る 。 

例 : ユー ザー、 サ ー バ ー、 コ ン パ イラ 、 イ ンス トー ラ 、 ユ ー ザ ー イ ンタ フェ ー ス 


た だ し 、 単 語 の 未 尾 が er, ar, or, re, y,ew と な る も の の うち 、 日 本 語 の 未 尾 が 失 音 
に な る も の 、 お よび 、 日 本 語 で 定着 し て いる も の に は 、 例 外 と し て 付け る 。 


要 良 紀和 あ 思 ゲイ ニッ 。 アー キー グ チャー デン ツー 


中 点 は 、 基 本 的 に は 使用 し な い 。 た だ し 、「 の 」 な ど を 補っ て も 読み に くさ を 
避 で き な い 場合 は 使用 し て も よい 。 例 : ライ ブラ リ ・ リ ファ レン スマ ニュ アル 


回 


翻訳 する か どう か 


リリ ー ス 名 、 製 品名 、 商 標 名 、 日 本 語 版 が 存在 し な い ド キュ メン ト は 、 翻 訳し な 
い 。 参考 : た と えば 、Sun の 場合 は 、 以 下 で 確認 で きる 。 


画 ・ 商 標 名 か どう か の 確認 は 、 
1 ://re]1ant . Centra] . Sun .Com/Tmark/ 

還 ドキ ュ メ ント の 日 本 語 版 が ある か どう か の 確認 は 、http : //docs . sun . Com 
お よび SunDocs http : / /www . Sum . Com/D エ oOduCtS- ロ ー 


Solutions/hardware/doos 


翻 訳し な いも の : プロ グラ ム 例 、 コ マン ド 名 、 引 数 名 、 関 数 名 、 変 数 名 、 フ ァイル 
名 、 デ ィ レ クト リ 名 、 ラ イブ ラリ 名 、 プ ログ ラミ ング 言語 の 名 称 、 パ ー ト 番号 
(Part 1、Part 2 な どの 表記 ) 


本 文 の 文体 、 手 順 は 「 で す ・ ま す 」 調 。 


章 タ イト ル は 「 体 言 止 め 」、 節 と 項 の タイ トル は 「 で ある 」 調 また は 「 体 言 止め 」 
で 統一 し 、 句 点 は 付け な い 。 


丸 括弧 は 、 で きる だ け 使 わな い 。 

表 や 図 の 中 の 表記 は 簡潔 に 。 

英文 と 同じ 態 お よび 時 制 を 使う 。 

丁寧 語 を 使う が 、 簡 潔 さ を 出す た め に 尊敬 語 ・ 謙 譲 語 は 多用 し な い 。 


1 


1 


記号 の 使用 方 法 


鍵 括弧 「」: 文中 に 他 の 語句 や 文 を 引用 する と き 、 本 や マニ ュ ア ル の 章 、 人 節 、 お よ 
び 項 の タイ トル を 引用 する と き 、 画 面 上 の メニ ュー 名 や 、 操 作 ボ タン 名 、 日 本 語 
メッ セー ジ を 示す と き 、 特 定 の 語句 を 強調 し た いと き に 使う 。 


二 重 鍵 括 弧 『』: 本 の 題名 を 示す と き に 使う 。 
丸 括弧 (): 文中 で 補足 、 注 釈 、 言 い 換 え を する と き に 使う 。 


波 ダ ッシュ 「」: 範囲 を ボ ホ す と き や 、 文 の 一 部 を 省略 する と き に 使う (た だ し 
メッ セー ジ の 翻訳 で は 避け る )。 


コロ ン 「:」: ドキ ュ メ ント の 場合 、 基 本 的 に 語 の 文章 に は 使わ な い 。 文 未 
電 晶 NPD の は 、 そ の コロ ン の 意味 を 翻訳 する 
(た だ し 、 メッ セー ジ の 翻訳 で は 英語 の と お り に 使 の 05 


単位 は 単位 記号 を 使う が 、 ビ ッ ト 、 バ イト 、 外 国 通貨 、 時 間 、 角 度 、 概 数 、 成 名 
の 単位 は 翻訳 する 。 例 : ビッ ト 、 バ イト 、K バ イト 、M バ イト 、G バ イト 、250K 
バイ ト 、100M バ イト 


感嘆 符 日 」、 セ ミコ ロン 「:」、 疑 問 符 「? ヵ 」 は 、 ド キュ メン ト 本 文 に は 使わ な い 
(メッ セー ジ の 秋 訳 で は 、 セ ミ コロ ン 以 外 は 英語 告 の と お り に 使う )。 


斜線 「/」: で きる だ け 斜 線 の 意味 を 押 訳 する 。 


2 クイ ッ ク リ ファ レン ス 2007 年 3 月 


参考 情 


報 


語 集 の 作成 と 更新 


内 容 を 理解 し や すく する た め に は 、 全 体 に わた っ て 一 貫 性 の ある 用 語 を 使用 する こと 


が 大 切 で す 。 そ の た め に は 


用 語 集 の 作成 と 更新 が 重要 で す 。 


た と えば 、Sun で 翻訳 に 使用 し て いる 用 語 は 、SunGloss 
(https://g11nportal.sun.com/sungloss/index.jsp) か ら 検索 で きま す 。 


参考 : SunGloss の 使 


方 法 は 次 の と お り で す 。 


1. https://g11nportal.sun.comsungloss/index.jsp に アク セス する 。 


2. (は じ 


め て 使 


用 する 場合 ) 「TF you are a new user you can register here] の 「here」 リ 


ンク を クリ ッ ク し て 、 ア カウ ント を 作成 する 。 
3. 作成 され た アカ ウン ト 情 報 で ログ イン する 。 
4. 左上 の 「Search for Term」 を クリ ッ ク す る 。 
5. 「Search for:]」 フィール ド に 検索 する 文字 列 を 入力 し て 、 「Start to Search」 ボタ ン 


を クリ ッ ク す る 。 


検索 画面 の 「Product Lines 」 と いう セク ショ ン に は 製品 ご と の 分 類 が あり ます 。 
General と いう カテ ゴリ に は 、 製 品 に 依存 し な い 用 語 が あり ます 。 優先 順位 は 、「 各 プ 


的 の 用 語 の 訳 が 、 


ロジ ェクト ・ 製 品名 」 つ 「General」 と し て くだ さい 。 


ほか の 製品 群 に 含ま れ て いる 場合 が あり ます 。 そ の た め 、SunGloss 


の 検索 画面 で は 、 次 の よう な 設定 に する こと を お 勧め し ます 。 
画 Source Language: English (en-US) 


Target Language: Japanese (ja-JP) 


画 
画 Product Lines: 
画 


Display: 「Term with Details」 を オン に する 


「Select All Product Linesj を オン に する 


の ほか 、 次 の よう な サイ ト が 参考 に な り ま す 。 


HP: http://docs.hp.com/ja/index.html 


IBM: http://www-6.ibm.com/jp/manuals/nlsdic/nlsdic.html 


Microsoft: ftp:/ftp.microsoft.com/developrmsdnnewup/Glossary/ 
Sun : http://docs.sun.com 


http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs 


翻訳 メモ リー の 使用 


翻訳 メモ リー を 使 


紀夫 


細 訳 メモ リー と は 、 原 文 と 絡 訳 文 を 関連 付け て デー タベース 化し 、 既 存 の 翻訳 内 容 を 
効率 的 に 再 利用 
ウェ ア で す 。 い っ た ん 押 訳 し た も の を 、 英 文 の 変更 に あわ せ て 更新 し た い 場 合 に も 、 
用 する と 効率 的 に 作業 で きま す 。 


内 容 の 一 貫 性 を 持た せ た り し て 、 ES ト 


オー プン ソー ス の 徳 訳 メ モリ ー に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


画 OpenLanguage Tools (OLT):https://open-language-tools.dev.javane か ら ダ ウン ロー 
ド で きま す 。Sw 社内 で も 使用 し て いま す 。 


画 OmegaT: http://sourceforge.netprojects/omegaf か ら ダ ウン ロー ド で きま す 。 


翻訳 メモ リー で の 翻訳 


客 訳 メモ リー を 使っ て 翻訳 する 場合 は 、 特 に 次 の 点 に 注意 する 必要 が あり ます 。 


画 英語 


能 で ある が 、 


語 は 「 対 1 の 関係 に する 。 難 し い 場 合 は 、1 対 「 多 」 の 関係 に する こと は 可 


「 多 」 対 1 の 関係 に する と 、 対 応 が 壊れ て 再 利用 で き な く な る 。 


句点 の 有無 は 、 英 文 の と お り に する 。 


画 到 の 日 
る 。 


の 文科 


条 書 き で あっ て も 、 再 利用 の 妨げ に な り そ う な 場合 は 「 で す ・ ま す 」 調 


連絡 先 


本 語 ス タイ ル ガ イ ド に つい て の ご 意見 や ご 質問 は 、 次 の 宛先 まで お 願い し ます 。 


サン ・ マ イク ロ シ ス テム ズ 、 日 本 語 Language Lead: 


斎藤 玲子 (さい と う れい こ ) 


電子 メー ル : reiko.saito@sun.com 


ブロ グ : http:/blogs.sun.com/reiko 
電話 番号 : 03-5962-4912 
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